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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 
*賛美　･･････････････････ 　５３番
*交読文　････････････････　２６番
*使徒信条　････････････・ 会衆一同
*頌栄　･･････････････････ 　１７５番
礼拝のための祈り　･･･････働き人　川合ゆきえ

賛美　･･･････････････････ 　３９０番

聖餐式　･････････････････ 賛美２８１番

メッセージ　･･････････････ メルキゼデク – 永遠の祭司(創世記 14:14-24)
御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４０１番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70名与えられるように
・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

イエスはパンを取り、祝福してこれをさき、＿＿に与えて言われた、「取って食べ

よ、これはわたしのからだである」。また杯を取り、感謝して＿＿に与えて言われ

た、「この杯から飲め。これは、罪のゆるしを得させるようにと、多くの人のために

流すわたしの契約の血である。(マタイ 26:26-28)　＿＿が祝福する祝福の杯、そ
れはキリストの血にあずかることではないか。＿＿がさくパン、それはキリストのか

らだにあずかることではないか。(１コリント 10:16)　それから、イエスは大声をあげ
て息を引き取られた。神殿の幕が上から下まで真二つに裂けた。(マルコ 15:37-
38)　その幕の内に、イエスは、永遠にメルキゼデクに等しい大祭司として、＿＿
のためにさきがけとなって、はいられたのである。(ヘブル 6:20)

メッセージ概要

今回はメルキゼデクという人物について見て行きたいが、彼はとても特異的な存在である。

メルキゼデクが登場するのは創世記１４章のみで、突如アブラムに現れ、彼を祝福し、それ以降は姿を現

さないが、その名は詩篇に1回、ヘブル書に8回、永遠の大祭司として登場する。

メルキゼデクが現れた創世記14章には、アブラムの第二の信仰の試練と、そして大勝利が記されている。

シヌアル（現・イラク周辺諸国）の 4人の王達が集結し、現・イスラエル周辺諸国の 5人の王達に戦いを挑

んで、勝つのだが、その時、ソドムの中に住んでいたアブラムの甥のロトも、捕らえられてしまった。

それを聞いたアブラムは、彼の家で生まれたしもべ      318      人を率いて、その4人の王達に戦いを挑んだ。

今回彼は、エジプトで得た奴隷には一切頼らず、ただ自分の家で生まれたしもべだけの、信仰の小数精

鋭部隊をもって相対して、見事勝利し、ロトを救い出したばかりでなく、多くの分捕り物も得たのだ。

かつて、第一の試練である飢饉が彼に襲った時、彼はエジプトに下り、愛する妻サライがパロの元に連れ

て行かれても、ただ指を咥えて見ているだけだったが、今回のアブラムは、信仰によって進み出た。

アブラムは、神が「あなたを祝福する人をわたしは祝福し／あなたを呪う者をわたしは呪う。」と言われたか

らには、この王達の方が呪われていると信じ、神が「あなたの子孫を大地の砂粒のようにする」と約束され

たからには、自分は戦死せず、生きて、勝利し、そして必ず子孫を残す、と、信じた事だろう。

彼が相対した王達は、各国を打ち破り、略奪しながら下ってきたのだから、相当の気勢・軍勢であったろう。

それを、わずか 318人で戦って勝利し、かなりの距離を追跡して多くの分捕りをしたのは、人間業ではなく、

主のわざである。エジプトでの時、彼は自分の力を見て失敗したが、今回彼は自分を見ず、主の約束に信

頼したため、主はその信仰に応じ、勝利を得させたのだ。メルキゼデクが彼に現れたのは、その時である。

メルキゼデクはサレムの王である。14章には今回の戦争に関わった王達の名や地名が沢山出て来るが、

メルキゼデクも、サレムも、どこにも無い名であり、14章に登場する王達はその場限りの脇役だが、メルキ

ゼデクは、詩篇でダビデが記し、ヘブル書の記者が詳細に記している。

いと高き神の祭司として突如現れ、アブラムを祝福し、彼でさえ十分の一を捧げた彼は一体何者だろうか。

「その名の意味は、第一に義の王、次にまたサレムの王、すなわち平和の王である。彼には父がなく、母

がなく、系図がなく、生涯の初めもなく、生命の終りもなく、神の子のようであって、いつまでも祭司なので

ある。そこで、族長のアブラハムが最もよいぶんどり品の十分の一を与えたのだから、この人がどんなにす

ぐれた人物であったかが、あなたがたにわかるであろう。」（ヘブル 7:2-4）

義の王、平和の王であり、いと高き神の祭司として、信仰の父祖アブラハムを祝福し、彼でさえ十分の一を

捧げたお方。父もなく母もなく、系図もなく、また、生涯の初めも命の終わりも無いお方。

彼は永遠の祭司であり、キリストの性質そのものである。彼こそ受肉前のキリストではないだろうか。

メルキゼデクは、パンとぶどう酒を持ってアブラムを出迎えたが、それは単なる食料の差し入れではない。

パンはイエスの裂かれた体、ぶどう酒はイエスの流された血潮を意味する。イエス様は、信仰をもって御前

に近づく私達にも、裂かれた御体と、流された血潮をもって迎えて下さり、その流された血潮の印によって

定められた滅びは過ぎ越し、罪は清められ、その裂かれた体によって、真の聖所に入る事が出来るのだ。

勝利したアブラムを迎えた王が、もう一人いる。それは、主の御前に非常に罪深い、ソドムの町の王である。

ソドムの王は「人はわたしにお返しください。しかし、財産はお取りください」と持ちかけたが、アブラムは、

いと高き神にかけてそれを辞退し、ソドムのものは一切、靴紐一本さえ取らない事を宣言した。

世の富、ことさら、ソドムのような神の前に罪深い者の富は、受けてはならない。私達は、ただメルキゼデク

からいただくパンとぶどう酒を、すなわち、イエスキリストの御体と血潮のみを望むべきである。

アブラムは、世の力に頼らず主の約束のみに頼って戦い、勝利し、世の報酬は一切求めずに、ただメルキ

ゼデクのパンとぶどう酒のみを受けた。そして彼はいと高き祭司に祝福され、十分の一を捧げた。

同じように私達も、御言葉の約束を信頼して進み出て戦うならば、主は勝利を与えて下さり、キリストご自身

の裂かれた御体と、流された血潮をもって迎えて下さり、そして祝福して下さるのである。

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　http://ustre.am/Ydeh  (Yは大文字)

日曜礼拝

1 部礼拝　　　　　　　　　　　　　　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～

2 部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00
聖書の学び会（詩篇）　　　　15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～

　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～

水曜集会

　1 部                                   　13:00～

　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 9巻 31号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014年 8月 3日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://ustre.am/Ydeh

